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【はじめに】
本目録は、 1991年一年間に、日本国内で発表された吐魯番出土文物関係の論著を輯めたもので
ある。体裁の基本は本誌第 63号(1991年 6月15日発行)に掲載した r1 990・圏内篇」に準じて
いるが、今回から発行年月も併記することにした。
なお本誌も、一昨年は月刊もしくは半月刊で、第 52号から第 71号までの計二O冊が発行された
が、これについては、第 66号(1991年 8月 1日発行)と、第 79号(1992年 8月 1日発行)に掲載
の総目次を参照願いたい。
I 総
( 1 ) 
H 図
( 1 ) 




50号ー JI (平成 2年度科学研究費補助金〈総合研究 B ・中央ユーラシア諸民族の歴史・文化に
関する国際共同研究の企画・立案〉成果報告書 No.2) 1991年 3月
録(写真・図版)
西林昭一『ヴィジュアル 書芸術全集』第四巻・三国~東晋 雄山閣 1991年 6月




( 1 ) 陳舜臣『天竺への道』朝日新聞社・朝日文庫ち-2-6 1991年 1月
大原版:朝日新聞社 1986年 6月
( 2 ) 陳舜臣『続・中国発掘物語』講談社・講談社文庫ち-1-41 1991年 12月
大原版:平凡社 1984年 10月
( 3 ) 中村裕一『唐代制勅研究』汲古書院 1991年 2月
-1 (483)一
女所収: r唐代の制書と詔書一唐公式令研究(25) ーJ (1986年) / r敦煙発見唐公式令残巻
の制作年次についてJ (1990年) / r唐乾封二年詔授告身二種一唐公式令研究 (27) -J (19 
86年) / r制・勅の公布J (1988年) / r唐代制勅の公布に就いてー唐公式令研究(20) ー」
( 1986年)
( 4 ) 中村裕一『唐代官文書研究』中文出版社 1991年12月
"*所収: rトルファン出土唐永淳元年氾徳達告身と令書式についてー唐公式令研究(ー)ー」
(1974年) / r唐代の露布J ( 1988年) / r敦煙・吐魯番出土唐代告身四種と制書についてー
唐公式令研究(三)ー J ( 1976年) / r吐魯番出土の唐代「版授j 文書に就いてJ ( 1984年)
/ r有都館所蔵の唐代軍功公験に就いてJ (1988年) / r唐代史料にみえた「牒j と「膝JJ 
(1985年)
( 5 ) 西林昭一『書の文化史』上巻 二玄社 1991年 2月
( 6 ) 藤枝 晃『文字の文化史』岩波書店・同時代ライガト83 1991年10月
女原版:岩波書盾 1971年 10月
B 誼塞翠
( 7 ) 池田 温「東亜年号管見ー踏襲・模倣をめぐってー J' r東方学』第82輯 1991年 7月 1""" 
18 
( 8 ) 池田 温「解説J r西川寧著作集』第四巻・西域出土晋代墨蹟の書道史的研究 二玄社 19 
91年 12月 327"""341 
( 9 ) 池田 温「トゥルファン古写本展を観る方々のためにJ r現代書道二十人展第35回記念「ト
ゥルファン古写本展」図録』朝日新聞社東京本社文化企画局企画第一部 1991年 1，. 6 
( 10) 上野アキ「コレクションを読む オーレス・スタインと西域美術」長津和俊・ NHK取材班
編 rN H K大英博物館 5 中央アジア・東西文明の十字路』日本放送出版協会 1991年 2月
112，..." 120 
(11 ) 上野アキ「絵画作品の諸問題J龍谷大学三五O周年記念学術企画出版編集委員会編『悌教東
漸ー祇園精舎から飛鳥までー』思文閣出版 1991年12月 146""" 169 
( 12) 大櫛敦弘「中国古代における鉄製農具の生産と流通J r東洋史研究』第49巻第 4号 1991年
3月 1，..." 19 
(13) 清木場東「唐代の水陸運賃についてー脚法を中心としてー J r東洋史研究』第50巻第 3号
1991年12月 58，. 74
( 14) 小林芳規「筆記具としての角筆の出現一角筆の世界を求めて 2ーJ rしにか』第 2巻第 5
号 1991年 5月 79"""85
( 15) 閥尾史郎 rr田畝作人文書j 小考ートゥルファン出土高昌国身分制関係文書研究序説一」
『新潟史学』第26，27号 1991年 5，10月 61"""74， 65"""83 
(16) 闘尾史郎「高昌国の侍郎についてーその所属と職掌の検討ー J r史林』第74巻第 5号 1991 
年 9月 135"""150 
(17) 閣尾史郎 rr章和五(5 3 5 )年取牛羊供記帳」の正体ー『吐魯番出土文書』割記(七)
一J (V) r史信.!I (新潟大学関尾ゼミ)第24号 1991年 12月 1，. 4 
(18) 陳国燦/闘尾史郎訳「長安、洛陽よりトゥルファンに将来された唐代文書について J r東洋
学報』第72巻第 3・4号 1991年 3月 65，. 93 
( 19) 東野治之「開元通宝の銭文一高昌・日本の銭貨との関連からー J r考古学研究紀要.!I (辰馬
考古資料館)第 2号 1991年 1月 119""'" 128 
女再録:東野治之『遣唐使と正倉院』岩波書庖 1992年 7月 第三部
(20 ) 中村裕一「唐代制勅研究の意義と課題JV (3) 3 """34 
( 21) 中村裕一「唐代官文書研究の意義と課題JV (4) 3，. 38 
-2 (484)ー
( 22) 中村裕一「唐代文献にみえる文書伝達例とその速度JV (4) 458'"'" 491 
( 23) 中村裕一「敦燈発見の唐「公式令」残巻の誤字と脱字について J [j'汲古』第19号 1991年 6
月 17'""'21， 16 
( 24) 西谷 正「シルクロードの考古学一新彊から朝鮮・日本までー J権藤与志夫編『ウイグルー
そのひとびとと文化ー』朝日新聞社・朝日選書4241991年 4月 35'"'" 8 0 
( 2 5) 北候祐英「西突蕨の東方経略とその影響について J [j'東海史学』第25号 1991年 3月 73'"'" 
92 
( 26) 町田隆吉 r(シルクロード)オアシス都市トルファン J [j'ウータン』第 106号 1991年 5月
78'"'" 85 
( 27) 三保忠夫 r[j'吐魯番出土文書』における量調についてJ [j'島大国文』第20号 1991年 12月
1 '" 16 
( 28) 森安孝夫「ウイグル=マニ教史の研究J [j'大阪大学文学部紀要』第31・32巻 1991年 8月
1 '" 248 
羽動 向・目 録
A 著書
( 1 ) (財)東洋文庫唐代史(敦短文献)研究委員会編『吐魯番・敦煙出土漢文文書研究文献目
録』東洋文庫 1991年 3月
B 論文類
( 2 ) 荒川正晴「【研究会活動紹介】吐魯番出土文物研究会活動報告ー附. [j'吐魯番出土文物研究
会会報.!I (第 1号~第50号)総目次ー J [j'唐代史研究会会報』第 4号 1991年 7月 29'"'" 33 
( 3 ) 池田 温「第 1部会 敦煙・吐魯番研究J [j'東方学会報』第61号 1991年12月 6'""'1 
( 4 ) 内藤みどり r1 9 9 0年の歴史学界一回顧と展望ー/内陸アジア・ 1J [j'史学雑誌』第 100
編第 5号 1991年 5月 265'"'" 270 
( 5 ) 長津和俊「中央アジア文明への招待 東西文明の十字路ーオクサス遺宝とスタイン・コレク
ションー j 長津・ N HK取材班編[j'NH K大英博物館 5 中央アジア・東西文明の十字路』
(前出) 8'""'36 
VI その他
( 1 ) 川瀬一馬『随筆 蛸牛』中央公論社・中公文庫か-39-2 1991年 5月
女所収: r綜綱之路、西域行遊記J (1983年)
( 2 ) 陳舜臣『長安の夢』講談社・講談社文庫ち-1-37 1991年 8月
大原版:平凡社 1985年 11月
( 3 ) 陳舜臣『シルクロード旅ノート』徳間書庖・徳間文庫ち-1-35 1991年 10月




































( 1 ) 嶋崎昌『惰唐時代の東トゥルキスタン研究一高昌園史研究を中心として一 JI (東京大学出版
会、一九七七年)所収の諸論文、とくに「麹氏高昌園官制考J (Ii'中央大学文学部紀要』第二
八，三二号、一九六三年)を参照のこと。
( 2 ) 白須浄員「高昌門閥社会の研究ー張氏を通じてみたその構造の一端-J (Ii'史学雑誌』第八
八編第一号、一九七九年)
( 3 ) 侯燦「麹氏高昌王国官制研究J (Ii'文史』第二二輯、一九八四年〈同氏『高昌楼蘭研究論
集』烏魯木斉 新彊人民出版社、一九九O年、所収) )。
( 4 ) 王素「麹氏高昌暦法初探J (国家文物局古文献研究室編『出土文献研究続集』北京 文物出
版社、一九八九年)。
( 5 ) 不充分ながら、私も「トゥルファン出土高昌国税制関係文書の基礎的研究一様記文書の古文





( 6 ) 白須浄翼「高島墓埠考釈J (未完) ([j'書論』第一三，一四，一九号、一九七八，七九，八
一年< [三]以外は萩信雄氏と共著) )。
( 7 ) 白須浄貫「アスターナ・カラホージャ古墳群の墳墓と墓表・墓誌とその編年一三世紀から八




表J ([j'中央アジア史の再検討一新出史料の基礎的研究ー JI <昭和六三年度科学研究費補助金
[綜合研究 A]研究成果報告書〉 一九九O年)、ならびに「阿斯塔那・暗桂和車古墳群墳墓
一覧補訂J ([j'会報』第五三号、一九九一年)も参照されるべき貴重な成果である。









本索引表の図版・釈文 樹 に 引 く 文 猷 と そ の略号は以下のとおりである。このうちの多くは、白須





















重一一生:黄文弼編『高昌第二分本 高昌尊集』西北科皐考査圏叢刊之一 一九三一年。 【「集」は尊
-5 (487)一
集の、 「文」は専文の略/数字は葉】













































一主主ー:越超『漢貌南北朝墓誌量編』天津 天津古籍出版社 一九九二年。 【数字は頁】
皇主・蓋主に収録されている墓志のうち、南北朝時代に作成された明証のある三四方全て
の釈文を掲載する。主主・蓋主の異体字や別字を正字に改め、句読点を付している。一部











吐文 b:新彊吐魯番地区文管所(柳洪亮執筆) r高昌墓碑拾遺J (北京大学中国中古史研究中心編









豆一一豊: Ii'東京国立博物館図版目録 大谷探検隊将来品篇』東京 東京国立博物館 一九七一年。
【図版の数字は図版番号/釈文の数字は頁】
E一一藍:内藤湖南「高昌国の紀年に就て J (Ii'芸文』第六年第一一号 一九一五年( Ii'内藤湖南全



























章一_ill:吉J1小一郎「支那紀行J (上原芳太郎編『新西域記』下巻 東京 有光社 一九三七年〈復
刻:東京井 草 出 版 一九八四年〉、所収)、巻二。
羅 a:羅振玉『西陸石刻録』 一九一四年([j'石刻史料新編』第二輯第一五巻、所収)。 【数字は
葉】






旅 博 : [j'旅順博物館陳列品圃録』旅順 旅順博物館 一九三七年。 【数字は図版の番号】
戦前の旅順博物館の所蔵品の図録で、大谷探検隊将来の墓志のうち四方の写真を掲載して
いる。
かね:A. Stein; Innermost Asia. 5vols. (Oxford.1928l • Vol. IV. 【数字は図版の番号】
ジャイ以:L.Giles;“Chinese Inscriptions and Records. . in A. Stein ed.. op. cit.. Vol. II. 【数字
は頁】
7Aベロ:H. Maspero; “Chinese Sepulchral Inscriptions from Astana.Turfan. . in A.Stein ed..op. 
cit..Vol. I. 【数字は頁】
本この他、新彊維 吾爾自治区博物館(李徴執筆) r吐魯番県阿斯 t蓄那ー恰位和卓古墓群発掘筋縄
(1963- 1965) J ( Ii'文物』一九七三年第一 O 期) tこよれば、延昌廿九(五八九〕年、延和四
(六 O 五〉年、および重光元(六二 o)年という三基の紀年墓が発掘されたという(問、 -0
頁)。この期間中 C 発纏されたのは、岡斯塔那一号墓から岡田二号墓、恰飽和卓 号墓から 四
号 墓 の計五六基であり、延昌廿九年墓は唐紹{白の墓表が出土した阿斯士喜那一八号墓のことと思わ
れるが、残りの延和四年墓と重光元年墓は該当する墓表がない。したがって次号の索引表巴縄議
し た以外の墓表である可能性もあるが、こ の「発援錨報 j 以外 C 記 量 置 が な い の で 、 表 に は掲麓し
な かった。
事務局(連絡先) 干 182東京都調布市国領町 5-19-14
荒川正晴方 TB. 0424 (81) 4633 
吐魯番出土文物研究会(百leRes回 rchSociety for Turfan Relics) 
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